








となっており，小学生では 314 人に 1 人，中学校





























15,500 人の増加が示されているが（文部科学省 , 
2009），この時期には生活環境や社会的関係等に
おいても大きな変化が予想され，学校生活に適応
2010 年 11 月 30 日受付










































 行動的要因  生活習慣




























1977），行動意図予測理論（Fishbain & Ajzen, 
1975）など，様々な理論の応用可能性が検討され
ている。身体活動や運動を始めたにもかかわらず，






















































の行事として，2010 年 9 月 X 日より 2 泊 3 日の
日程で栃木県日光にて実施された。運営側のスタ
ッフは中学校教員 5 名，看護師 1 名，セラピスト




生徒は 18 名（男子 9 名，女子 9 名）が参加した。
そのうち，1 年生は 3 名（男子 2 名，女子 1 名），
2 年生は 7 名（男子 4 名，女子 3 名），3 年生は 8











宿泊学習に参加した生徒 18 名（男子 9 名，女


































































































































Figure1. クラスター分析（Ward 法）による 
宿泊学習参加者の睡眠パターンによる分類
不登校の中学生への効果的な宿泊学習の検討（２）146
Figure2. グループ A の睡眠パターン
Figure4. グループ C の睡眠パターン
Figure3. グループ B の睡眠パターン











































































































ープ A および D では，不安や抑うつといったネ
ガティブ感情の改善への効果が比較的大きいこと
に比べ，顕著な睡眠パターンの乱れが認められる
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